
 

  

 
 

 

平和聖日
へ い わ せ い じ つ

（聖霊
せいれい

降臨
こうりん

節
せつ

 第
だい

11主日
しゅじつ

）礼拝
れいはい

 
   

《礼拝
れいはい

はインターネットで中 継
ちゅうけい

配信
はいしん

いたします。ホームページにてどなたでも

ご視聴
しちょう

いただけますので、それぞれの場所
ば し ょ

で共
とも

に礼拝
れいはい

をしていただけます》 
 

前  奏
ぜ ん そ う

（黙 祷
も く と う

）AVE VERUM CORPUS（©著作権
ちょさくけん

消 滅
しょうめつ

） 

招
ま ね

きの詞
ことば

 マタイによる福音書  5 章
しょう

 9節
せつ

 

賛 美 歌
さ ん び か

 21－210番
ばん

「来
く

る朝
あさ

ごとに」（©著作権
ちょさくけん

消 滅
しょうめつ

） 

聖  書
せ い し ょ

 使徒
し と

言行録
げんこうろく

    9 章
しょう

 26－31節
せつ

 

お 祈
い の

 り 

賛 美 歌
さ ん び か

 21－561番
ばん

「平和
へ い わ

を求
もと

めて」（©著作権
ちょさくけん

消 滅
しょうめつ

） 

メッセージ 「 慰
なぐさ

めの人
ひと

」     水谷
みずたに

 憲
けん

 牧師
ぼ く し

 

賛 美 歌
さ ん び か

 21－499番
ばん

「平和
へ い わ

の道具
ど う ぐ

と」（©JASRAC） 

聖  餐
ユ ー カ リ ス ト

       水谷
みずたに

 憲
けん

 牧師
ぼ く し

 

共 同
きょうどう

のお祈
いの

りと、平和
へ い わ

のあいさつ 

賛 美 歌
さ ん び か

 21－524番
ば ん

「われらみ名
な

により」（©著作権
ちょさくけん

消 滅
しょうめつ

） 

 主
しゅ

の祈
いの

り 

献 げ 物
さ さ げ も の

（＊） 

派  遣
は け ん

 21－91番
ば ん

「神
かみ

の恵
めぐ

みゆたかに受
う

け」（1節
せつ

のみ）（©JASRAC） 

祝  福
し ゅ く ふ く

       水谷
みずたに

 憲
けん

 牧師
ぼ く し

 

後  奏
こ う そ う

 アーメン コーラス（21－40－6番
ば ん

）（©著作権
ちょさくけん

消 滅
しょうめつ

） 

報  告
ほ う こ く

 （4 頁
ページ

をご参 照
さんしょう

ください） 
 

《お 隣
となり

と間隔
かんかく

をあけて、席
せき

にお座
すわ

りになったままで礼拝
れいはい

にご参加
さ ん か

ください》 

＊「献げ物
さ さ げ も の

（献金
けんきん

）」は参加費
さ ん か ひ

ではございません。 

受付
うけつけ

に献
けん

金箱
きんばこ

がございます。ご用意
よ う い

のある方
かた

のみ、お献
ささ

げください。 

2021 年 8 月 1 日（日） 

日本キリスト教団 久宝
きゅうほう

教会
きょうかい

 

第 64 巻第 18 号（通算 3246 号） 

教会設立 1959 年 6 月 14 日 
 
〒581-0072 

大阪府八尾市久宝寺 6 丁目 7－10 

TEL 072-992-2131 FAX 072-992-2135 

主任担任教師・牛田 匡 牧師 

担任教師・水谷 憲 牧師 

隠退教師・小林 達夫 牧師 

郵便振替：00980－5－212130 「日本基督教団久宝教会」 

【集会案内】こどもの礼拝：毎日曜 10：15－10：30   何かお悩みがありましたらご遠慮なくご相談ください 

      主日礼拝：毎日曜 10：30－11：30 小さい子どもたちも、いつでも歓迎いたします。 

教会標語 
 

神様
かみさま

がすべての人
ひと

と共
とも

におられる 

ことを 証
あかし

ししていく教 会
きょうかい

 
 

ホームページ「久宝教会」 
（ウェブサイト）     

    http://www.koinonia.or.jp/kyuhokyokai 

【連絡先(牛田)】090-9161-4027 

kyuho-church@koinonia.or.jp 

この希望が失望に終わることはありません。私たちに与えられた聖霊によって、 

神の愛が私たちの心に注がれているからです。（ローマの信徒への手紙 5：5） 



 

招
ま ね

きの詞
ことば

 マタイによる福音書 5 章 9 節 （聖書協会共同訳©日本聖書協会） 

9 平和を造る人々は、 幸
さいわ

いである 

その人たちは神の子と呼ばれる。 

 

聖書 使徒言行録 9 章 26－31 節（聖書協会共同訳©日本聖書協会） 

 26 サウロはエルサレムに着き、弟子の仲間に加わろうとしたが、皆は彼を弟

子だとは信じないで恐れた。27 しかしバルナバは、サウロを引き受けて、使徒

たちのところへ連れて行き、彼が旅の途中で主に出会い、主に語りかけられ、

ダマスコでイエスの名によって堂々と宣教した次第を説明した。28 それで、サ

ウロはエルサレムで弟子たちと共にいて自由に出入りし、主の名によって

堂々と宣教した。29 また、ギリシア語を話すユダヤ人と語り、議論もしたが、

彼らはサウロを殺そうと狙っていた。30 それを知ったきょうだいたちは、サウ

ロを連れてカイサリアに下り、そこからタルソスへ送り出した。 

 31 こうして、教会はユダヤ、ガリラヤ、サマリアの全地方で平和のうちに築

き上げられ、主を畏
おそ

れて歩み、聖霊に励まされて、信者の数が増えていった。 

 

 

  



 

《先週の礼拝より》7 月 25 日 聖霊降臨節第 10 主日礼拝 

メッセージ「平和をつくるために」より     牛田匡牧師 

聖書：マタイによる福音書  9 章 9－13 節 
 今回の聖書のお話は、イエス様がマタイという徴税人を弟子にしたというお
話でした。徴税人は、当時のユダヤを支配していたローマ帝国への税金を集め
る仕事でしたので、敵であるローマの手先として、ユダヤの人々から軽蔑され、
罪人と見なされていました。イエス様はマタイに声をかけた後、徴税人や罪人
たちと一緒に食事をしていると、それを見かけたファリサイ派の人たちが「な
ぜ徴税人や罪人と一緒に食事をするのか」と聞きました。それは「穢れた人た
ちと一緒に食事をしたら、自分も穢れてしまう」というわけです。それに対し
て、イエス様は「医者を必要とするのは、丈夫な人ではなく病人である。私が
来たのは、正しい人を招くためではなく、罪人を招くためである」と断言され
ました。神様の目はそのような方々にこそ注がれています。人々に「神様から
求められている義しい生き方」を教えていたファリサイ派の人たちは、本当の
神様の思い、真実を見誤っていたのでしょう。しかし、このお話はそのように
ファリサイ派の人たちを批判して終わりなのでしょうか。 
 現代でも仏教にもキリスト教にも沢山の諸宗派、教派があるように、当時の
ユダヤ教にもファリサイ派やサドカイ派など、沢山の宗派がありました。都に
いたサドカイ派は職業祭司で、神殿でのいけにえを重視していましたが、ファ
リサイ派の人たちは職人や農夫、商人など、普通の村人として、村での生活を
送りながら、貧しい生活の中でも、何とか守れそうな安息日や食事規定を中心
とする律法の順守を提唱しました。なぜなら神殿でのいけにえなど、貧しい村
人たちには守れるものではなかったからです。彼らは貧しい民衆たちに寄り添
い、いけにえではなく身の清さを保つことで義とされると人々に伝えました
が、やがてそれが人々を裁く口実となっていきました。だからこそ、イエス様
はファリサイ派の人たちに「『私が求めているのは憐れみであって、いけにえ
ではない』という聖書の言葉の意味を、あなたたちが差別しているこの人たち
から教えてもらいなさい」と言って、気付きを促したのではないかと思います。 
 平和は「ここにある」「何かをしたら平和になれる」というようなものなの
でしょうか。逆に言えば、それらが出来なければ平和にはならない……、そん
な単純なものではないような気がします。「私が求めているのは憐れみであっ
て、いけにえではない」と言われている「憐れみ」という言葉は、人の痛みを
分かること、隣りに並んで共感するということです。平和をつくるために必要
なことは、平和が失われている所、平和が奪われている人たちと出会うこと。
人々から見向きもされず、踏みつけられている所に、目と手と心を向けること
からしか始まらないのではないでしょうか。そしてそれは、どこか遠くにある
だけではなく、案外と身近な所、職場や家庭の中にも、また他ならぬ自分自身
の中にも、確かにあるのではないでしょうか。神様から日々に命を与えられて
いる私たちは、この命を使って、平和をつくるために、全ての命を大切にし合
う歩みへと、今日も導かれて行きます。 

毎週の「メッセージより」は、ウェブサイト等にも順次掲載されています。 
 

 

 ホームページ    Facebook   LINE 公式アカウント 
            



 

◎ 先週の報告 （7 月 25 日） 

 礼拝出席 大人 4 名 子ども 1 名（中継動画再生数 25 回） 

 献金  大人 4,000 円 子ども 100 円 感謝 

 礼拝後に、釜ヶ崎支援のための「おにぎり作り」を行い、126 個のおにぎりをいこ

い食堂の方々と一緒に、公園と旧センター周りの方々にお届けすることができま

した。どうもありがとうございました。 
 

◎次週 2021 年 8 月 8 日（日）聖霊降臨節第 12 主日礼拝 

 招きの詞 マタイによる福音書 10 章 16 節 

 聖 書 使徒言行録 20 章 17－35 節 

 メッセージ「平和の祈り」牛田匡牧師 

 賛美歌 162 番（©塩田泉）、499 番（©JASRAC）、512 番（©P.D.） 

  礼拝はインターネットで中継配信いたします。礼拝後に「聖書を読む会」を行い

ます。テキストは『創世記』第 31 章で、コピーを配布いたします。 
 

◎お知らせ 

・8 月の「教会を考える会（役員会）」は休会です。何かございましたら、牛田牧師

もしくは役員さんまでご相談ください。 

・9 月 20 日（月）に予定されていた大阪教区臨時総会は感染拡大に伴い、会場に集

まる形ではなく、5 月に引き続き書面決議となりました。 

・新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、大阪府にも再び「緊急事態宣言」が出され

るようです（8 月 2 日から 31 日まで）。ご自身が感染しないためにも、また他人に

感染させないためにも、そしてまた医療現場の逼迫を防ぐためにも、教会堂に集ま

る形での礼拝にこだわらず、インターネットの中継配信を利用したご在宅での礼

拝など、それぞれの方が参加しやすい形で礼拝にご参加ください。教会では換気や

マスク着用など感染予防に留意しながら礼拝をいたしますが、教会にいらっしゃ

る際には、ご自身の体調にご注意いただいて、検温、手指消毒とマスク着用、お隣

の方との間隔をあけた着席をお願いいたします。「週報」や「メッセージ（全文）」

はホームページからダウンロードしていただくことができます。 

・昨年 2 月に報告会を開催した「会津放射能情報センター」より、福島第一原発の

ALPS 処理水海洋放出決定の撤回を求める署名のお願いが届いています。ご賛同頂

ける方はご署名下さい。署名用紙は「ストップ海洋放出書名」のホームページ

（http://www.stop-1f-kaiyohoshutsu.com/）よりダウンロードして FAX 頂くか、

下記の QR コードより 

オンライン署名もございます。 
 
◎ 次週以降の行事予定    

 会場 メッセージ 行事 

8/8 

久宝寺地区 

久宝まぶねこども園 

（新園舎・教会堂） 

牛田牧師 聖書を読む会 

8/15 岡嶋伝道師  

8/22 牛田牧師 おにぎり支援 

8/29 牛田牧師 誕生者祝福式 

  




